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1.  平成22年3月期第3四半期の業績（平成21年3月21日～平成21年12月20日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 6,549 △17.3 △74 ― △6 ― △25 ―
21年3月期第3四半期 7,924 △10.8 △12 ― 53 △72.6 26 △77.9

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 △5.87 ―
21年3月期第3四半期 6.10 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 4,868 1,930 39.7 440.05
21年3月期 5,424 1,984 36.6 452.33

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  1,930百万円 21年3月期  1,984百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 7.00 7.00
22年3月期 ― 0.00 ―
22年3月期 

（予想）
3.00 3.00

3.  平成22年3月期の業績予想（平成21年3月21日～平成22年3月20日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,000 △14.3 △86 ― △5 ― △36 ― △8.29
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4.  その他 
(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】４.その他をご覧ください。 

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項
等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】４.その他をご覧ください。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 4,411,000株 21年3月期  4,411,000株
② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  24,415株 21年3月期  23,315株
③ 期中平均株式数（四半期累計期間） 22年3月期第3四半期 4,387,065株 21年3月期第3四半期 4,390,554株

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
1. 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際
の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 
2.当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用
指針第14号）を適用しております。また「四半期財務諸表等規則」に従い四半期財務諸表を作成しております。 
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 当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、米国のサブプライムローン問題に端を発した金融市場の混乱、株価

の低迷などにより、企業収益は減少傾向にあり、景気の減速は深刻な状況となっております。電設資材卸業界におき

ましても引き続き厳しい経営環境が続いております。このような環境下、各社は一層の経営の効率化、合理化を求め

られております。 

 当社におきましては、港北営業所に続いて港北制御機器営業所（横浜市都筑区）を新たに開設し収益強化に取り組

んでまいりましたが、景気の悪化に伴い新規建築物件及び設備投資が減少しており、これらによる市場縮小・競争激

化の影響を受けて全体的に売上が低迷いたしました。この結果、当第３四半期累計期間における売上高は6,549百万

円（前期比17.3％減）となりました。 

 利益面につきましては、売上高の減少により売上総利益が低下いたしました。配送効率を高めると共に、販売費お

よび一般管理費の圧縮を行ないましたが、売上総利益の減少を吸収するには至りませんでした。この結果、営業損失

74百万円（前年同期 営業損失12百万円）となり経常損失は６百万円（前年同期 経常利益53百万円）、四半期純損

失は25百万円（前年同期 四半期純利益26百万円）となりました。 

 なお、前年同期の金額及び前年同期比の増減率は参考情報として記載しております。 

  

  

（1）財政状態の分析 

 当第３四半期会計期間末の総資産は4,868百万円となり、前事業年度末に比べ555百万円減少いたしました。流動資

産は3,777百万円となり、前事業年度末に比べ525百万円減少いたしました。主な要因は売上債権の減少等です。固定

資産は1,090百万円となり、前事業年度末に比べ29百万円減少いたしました。 

 当第３四半期会計期間末の負債合計は2,938百万円となり、前事業年度末に比べ501百万円減少いたしました。流動

負債は2,764百万円となり、前事業年度末に比べ508百万円減少いたしました。主な要因は短期借入金及び仕入債務の

減少です。固定負債は173百万円となり、前事業年度末に比べ6百万円増加しております。 

 当第３四半期会計期間末の純資産の部は1,930百万円となり、前事業年度末と比べ54百万円減少いたしました。主

な要因は配当金の支払です。 

  

（2）キャッシュ・フローの状況 

 当第３四半期累計期間におけるキャッシュ・フローは、売上債権の資金化が進んだ結果、営業活動の資金収入が

563百万円となり、固定資産取得等による投資活動の資金支出が19百万円、短期借入金の返済により財務活動の資金

支出が330百万円となりました。 

 この結果、現金及び現金同等物の第３四半期末残高は793百万円となり、前事業年度末と比べて213百万円増加しま

した。  

  

  

 平成22年３月期第３四半期累計期間および平成22年３月期通期の業績予想につきましては、平成21年10月22日公表

の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

 なお、上記予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成されたものであり、実際の業績は今後

のさまざまな要因によって予想数値と異なる場合があります。  

  

定性的情報・財務諸表等

１．経営成績に関する定性的情報

２．財政状態に関する定性的情報

３．業績予想に関する定性的情報
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①法人税等並びに繰延税金資産の算定方法 

 法人税等の納付税額の算定に関して、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定しております。

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前事業年度末以降に経営環境に著しい変化が生じておらず、かつ

一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前事業年度決算において使用した将来の業績予測

やタックス・プランニングを利用しています。  

②固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によって

おります。  

③たな卸資産の評価方法 

 当第３四半期会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略し、第２四半期会計期間末の実地た

な卸を基礎とした合理的な方法により算出する方法によっております。また、たな卸資産の簿価切下げに関して

は、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっておりま

す。  

  

  

①四半期財務諸表に関する会計基準の適用 

 当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期財務諸表等規則」

に従い四半期財務諸表を作成しております。 

②たな卸資産の評価基準及び評価方法の変更 

 通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として移動平均法による原価法によっておりまし

たが、当第１四半期会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５

日公表分）が適用されたことに伴い、主として移動平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低

下に基づく簿価切り下げの方法）により算定しております。 

 この変更による損益に与える影響はありません。  

  

４．その他

（１）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（２）四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成21年12月20日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年３月20日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 793,896 580,650

受取手形 1,317,453 1,864,932

売掛金 1,319,702 1,509,912

商品 275,201 239,401

その他 72,761 115,890

貸倒引当金 △1,023 △7,093

流動資産合計 3,777,993 4,303,694

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 252,034 255,505

土地 415,040 415,040

その他（純額） 39,691 54,553

有形固定資産合計 706,766 725,099

無形固定資産 32,915 45,413

投資その他の資産   

投資有価証券 53,596 49,287

その他 337,916 379,353

貸倒引当金 △40,801 △78,836

投資その他の資産合計 350,711 349,805

固定資産合計 1,090,393 1,120,317

資産合計 4,868,387 5,424,011
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成21年12月20日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年３月20日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形 365,121 414,087

買掛金 681,368 736,454

短期借入金 1,600,000 1,900,000

賞与引当金 － 54,036

その他 118,340 168,271

流動負債合計 2,764,829 3,272,849

固定負債   

退職給付引当金 103,955 107,067

役員退職慰労引当金 69,278 59,428

固定負債合計 173,234 166,495

負債合計 2,938,063 3,439,345

純資産の部   

株主資本   

資本金 611,650 611,650

資本剰余金 691,950 691,950

利益剰余金 637,960 694,434

自己株式 △7,871 △7,573

株主資本合計 1,933,689 1,990,461

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △3,366 △5,795

評価・換算差額等合計 △3,366 △5,795

純資産合計 1,930,323 1,984,666

負債純資産合計 4,868,387 5,424,011
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（２）四半期損益計算書 
（第３四半期累計期間） 

（単位：千円）

当第３四半期累計期間 
(自 平成21年３月21日 
 至 平成21年12月20日) 

売上高 6,549,640

売上原価 5,481,217

売上総利益 1,068,423

販売費及び一般管理費 1,142,923

営業損失（△） △74,500

営業外収益  

仕入割引 80,621

その他 16,274

営業外収益合計 96,895

営業外費用  

支払利息 9,543

売上割引 19,389

その他 327

営業外費用合計 29,260

経常損失（△） △6,865

特別利益  

貸倒引当金戻入額 14,820

特別利益合計 14,820

税引前四半期純利益 7,954

法人税、住民税及び事業税 6,264

法人税等調整額 27,450

法人税等合計 33,714

四半期純損失（△） △25,760
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第３四半期累計期間 
(自 平成21年３月21日 
 至 平成21年12月20日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純利益 7,954

減価償却費 37,997

退職給付引当金の増減額（△は減少） △3,111

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 9,850

貸倒引当金の増減額（△は減少） △44,104

賞与引当金の増減額（△は減少） △54,036

受取利息及び受取配当金 △2,572

支払利息 9,543

売上債権の増減額（△は増加） 737,689

たな卸資産の増減額（△は増加） △35,800

前払費用の増減額（△は増加） △682

未収入金の増減額（△は増加） 23,362

その他の流動資産の増減額（△は増加） △9,132

破産更生債権等の増減額（△は増加） 39,739

仕入債務の増減額（△は減少） △104,052

未払金の増減額（△は減少） △11,956

未払費用の増減額（△は減少） △6,484

未払消費税等の増減額（△は減少） △6,772

預り金の増減額（△は減少） △5,436

その他 △1,318

小計 580,675

利息及び配当金の受取額 3,144

利息の支払額 △9,469

法人税等の支払額 △19,376

法人税等の還付額 8,269

営業活動によるキャッシュ・フロー 563,243

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △18,789

無形固定資産の取得による支出 △1,004

投資有価証券の取得による支出 △260

貸付けによる支出 △1,150

貸付金の回収による収入 1,215

その他 979

投資活動によるキャッシュ・フロー △19,009

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） △300,000

自己株式の取得による支出 △298

配当金の支払額 △30,690

財務活動によるキャッシュ・フロー △330,988

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 213,246

現金及び現金同等物の期首残高 580,650

現金及び現金同等物の四半期末残高 793,896
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 当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期財務諸表等規則」に従い四

半期財務諸表を作成しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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「参考資料」 

前年同四半期に係る財務諸表等 

（１）（要約）四半期損益計算書 

前第３四半期累計期間（平成20年３月21日～12月20日） 

  

科目 

前年同四半期
（平成21年３月期 
第３四半期） 

金額（千円）

Ⅰ 売上高  7,924,514

Ⅱ 売上原価  6,658,793

売上総利益  1,265,720

Ⅲ 販売費及び一般管理費  1,277,866

営業損失  12,146

Ⅳ 営業外収益  118,025

Ⅴ 営業外費用  52,094

経常利益  53,784

Ⅵ 特別利益  31,064

税引前四半期純利益  84,849

税金費用  58,047

四半期純利益  26,802
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前第３四半期累計期間（平成20年３月21日～12月20日） 

  

（２）（要約）四半期キャッシュ・フロー計算書

  
前年同四半期

（平成21年３月期 
第３四半期） 

区分 金額（千円）

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー      

税金等調整前四半期純利益   84,849

減価償却費   38,193

退職給付引当金の増減額（△は減少）   2,919

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少）  5,670

貸倒引当金の増減額（△は減少）  △23,713

賞与引当金の増減額（△は減少）  △51,306

役員賞与引当金の増減額（△は減少）  △8,700

受取利息及び配当金  △3,390

支払利息   16,209

受取手形増減額（△は増加）   271,006

売掛金増減額（△は増加）   445,379

商品増減額（△は増加） △83,309

前払費用増減額（△は増加）  △4,941

未収入金増減額（△は増加）   11,098

その他流動資産増減額（△は増加）   2,689

破産更生債権等の増減額（△は増加）  △3,794

支払手形増減額（△は減少）  △43,649

買掛金増減額（△は減少）  △114,526

未払金増減額（△は減少）  △2,553

未払費用増減額（△は減少）  △4,401

未払消費税等増減額（△は減少）  △6,745

預り金増減額（△は減少）   3,284

その他  △6,610

小計  523,659

利息及び配当金の受取額  4,504

利息の支払額  △15,978

法人税等の支払額  △113,525

営業活動によるキャッシュ・フロー  398,658
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前年同四半期

（平成21年３月期 
第３四半期） 

区分 金額（千円）

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー      

有形固定資産の取得による支出  △31,799

無形固定資産の取得による支出  △4,418

投資有価証券の取得による支出  △183

その他  △8,999

投資活動によるキャッシュ・フロー △45,401

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー      

短期借入金の増減額（△は減少）  △250,000

自己株式の取得による支出  △1,012

配当金の支払額  △35,127

財務活動によるキャッシュ・フロー △286,140

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 －

Ⅴ 現金及び現金同等物の増加額（又は減少額）  67,116

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高  628,211

Ⅶ 現金及び現金同等物の四半期末残高  695,328
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